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6
月
1
日
の
拡
大
打
ち
上

げ
式
に
て
幕
を
閉
じ
た
「
春

の
拡
大
月
間
」
で
は
、
2
ヶ

月
間
に
わ
た
る
仲
間
の
奮
闘

に
よ
っ
て
、
見
事
、
支
部
・

本
部
目
標
を
上
回
る
3
1
5

人
の
仲
間
を
拡
大
し
（
支
部

目
標
23
人
超
過
、
拡
大
率
4

・
45
％
）
、
6
月
1
日
現
勢

で
7
、
1
8
9
人
を
築
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

春
一
番
の
拡
大
月
間
（
1
月

〜
3
月
）
に
は
果
た
せ
な
か

っ
た
支
部
目
標
達
成
、
そ
し

て
全
分
会
が
目
標
達
成
と
い

う
快
挙
を
祝
い
、
打
ち
上
げ

式
で
は
多
く
の
仲
間
の
参
加

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。最高潮で幕を閉じた拡大打ち上げ式

願
い
叶
う
（
福
岡
忠
行
執
行
委
員
長
﹇
左
﹈
と

大
髙
健
次
組
織
部
長
﹇
右
﹈
）

さ
あ
始
め
よ
う

（
田
柄
分
会
）

こ
の
春
の
拡
大
月
間
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業

所
対
策
の
取
り
組
み
が
意
識

さ
れ
、
多
く
の
分
会
で
昼
間

の
事
業
所
訪
問
等
に
よ
る
対

話
の
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
今
ま
で
の

よ
う
な
、
「
新
し
く
人
を
雇

っ
た
ら
組
合
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
分
会
役
員
と

事
業
主
の
対
話
だ
け
で
な

く
、
「
組
合
に
は
こ
ん
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
ん
で
す
よ
」

と
、
共
済
や
国
保
の
制
度
利

用
等
が
話
題
の
中
心
に
。「
へ

ぇ
ー
っ
、
そ
ん
な
制
度
が
あ

っ
た
の
で
す
か
！
」
「
そ
れ

な
ら
う
ち
の
従
業
員
が
こ
の

前
、
技
術
資
格
を
と
っ
た
の

だ
け
ど
…
…
！
」
「
う
ち
の

子
が
今
年
中
学
生
に
な
っ
た

ん
で
す
！
」
、
話
し
て
み
る

と
色
ん
な
発
見
が
あ
り
、
申

請
の
詳
し
い
案
内
や
、
も
っ

と
お
得
な
制
度
の
話
題
に
。

は
た
ま
た
実
は
子
ど
も
が
同

級
生
だ
っ
た
、
従
業
員
さ
ん

を
紹
介
さ
れ
、
顔
の
見
え
る

つ
な
が
り
が
で
き
た
、
な
ど

様
々
な
経
験
が
う
ま
れ
ま
し

た
。
「
ま
た
人
が
入
っ
た
ら

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
、

分
会
と
事
業
所
、
お
互
い
の

信
頼
関
係
の
築
か
れ
た
拡
大

月
間
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
職
種
や
働
き
方
は
異
な
る

仲
間
も
、
と
も
に
活
躍
す
る

組
合
を
目
指
し
て
組
織
づ
く

り
の
運
動
は
続
き
ま
す
。

練
馬
支
部
の
住
宅
デ
ー
は
6
月
10
日

（
日
）
、
区
立
公
園
を
中
心
に
26
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。
時
折
強
い
雨
が
降

る
な
か
で
の
開
催
で
し
た
が
、
朝
か
ら

支
部
事
務
所
に
は
区
民
か
ら
の
「
住
宅

デ
ー
は
や
り
ま
す
か
？
」
と
の
電
話
で

の
問
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

各
会
場
と
も
、
雨
の
た
め
、
分
会
が

計
画
し
て
い
た
地
域
諸
団
体
と
協
力
し

て
の
企
画
（
小
学
生
に
よ
る
沖
縄
の
エ

イ
サ
ー
や
防
災
企
画
な
ど
）
は
残
念
な

が
ら
多
く
の
分
会
で
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど

で
の
雨
対
策
も
頑
張
っ
て
、住
宅
相
談
、

包
丁
研
ぎ
、
子
供
工
作
教
室
、
焼
き
そ

ば
な
ど
の
模
擬
店
や
、
レ
ジ
袋
で
の
三

角
巾
の
作
り
方
な
ど
身
近
な
防
災
に
役

立
つ
企
画
な
ど
を
中
心
に
、
無
事
に
住

宅
デ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

加
入
促
進
ポ
ス
タ
ー心をこめて（春日分会）

どれにする？（旭町光が丘分会）

▼
練
馬
区
民

に
と
っ
て
、

「
大
根
」
は

避
け
て
は
通

る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の

か
も
し
れ
な

い
。
生
産
量
は
キ
ャ
ベ
ツ
に

王
座
を
奪
わ
れ
た
が
、
練
馬

と
い
う
と
い
ま
だ
に「
大
根
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
練
馬

で
大
根
の
生
産
が
盛
ん
と
な

っ
た
の
は
、
①
土
壌
が
関
東

ロ
ー
ム
層
（
赤
土
層
：
火
山

灰
が
風
化
し
粘
土
化
）
で
、

根
菜
類
の
栽
培
に
適
し
て
い

た
こ
と
、
②
江
戸
時
代
は
大

消
費
地
の
近
く
に
あ
り
、
江

戸
ま
で
日
帰
り
で
運
搬
で
き

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
▼
大

阪
北
部
で
最
大
震
度
6
弱
の

大
地
震
が
発
生
し
た
。
▼
日

本
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ

て
、
地
震
は
避
け
て
は
通
れ

な
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。規
模
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、

地
震
を
経
験
し
な
い
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
近

年
、
地
震
を
予
知
し
速
や
か

に
情
報
を
瞬
時
に
伝
え
る
努

力
が
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
よ
う
な
「
直
下
型
」
地
震

の
震
源
地
近
く
で
は
難
し

い
。
断
層
の
内
陸
部
の
真
下

で
発
生
し
、
震
源
が
浅
く
、

規
模
が
大
き
く
な
く
て
も
人

々
の
生
活
の
場
で
起
こ
る
た

め
、
被
害
は
大
き
く
な
っ
て

し
ま
う
。
▼
ね
り
ま
大
根
と

密
接
し
た
関
東
ロ
ー
ム
層
、

実
は
そ
の
真
下
に
断
層
帯
を

今
日
も
覆
い
隠
し
て
い
る
と

い
う
。
天
災
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
。

喜
び
を
分
か
ち
あ
っ
た

拡
大
打
ち
上
げ
式
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全分会がやりきった全分会がやりきった

事
業
所
と
の
信
頼
も

築
い
た
訪
問
行
動

住宅デー開催住宅デー開催
雨にも負けず
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こ
ん
に
ち
は
。
5
月
号
の

メ
ー
デ
ー
記
事
を
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
練
馬
支

部
製
作
「
時
間
の
海
」
、
最

優
秀
賞
お
め
で
と
う
御
座
居

ま
す
。
30
メ
ー
ト
ル
の
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
を
参
加
者
と
製
作

者
の
強
い
団
結
と
運
動
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
が
メ
ー
デ
ー
に
最
後
に
参

加
し
た
の
は
、
数
十
年
前
の

中
曽
根
首
相
へ
の
思
い
を
支

部
で
作
っ
た
時
で
し
た
。
ま

す
ま
す
の
発
展
を
望
み
ま

す
。
（
石
神
井
分
会
／
深
作

清
美
さ
ん
）
〔
お
祝
い
の
言

葉
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
は
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン（
海
賊
船
）だ
け
で
な
く
、

隊
列
も
あ
わ
せ
て
の
大
き
な

表
現
と
な
り
ま
し
た
。
課
題

も
残
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も

今
後
に
必
ず
活
か
せ
る
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
年
は
メ
ー

デ
ー
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

！
編
集
Ｎ
〕

小
学
校
2
年
生
の
娘
は
読

書
が
大
好
き
で
す
。
朝
起
き

て
夜
寝
る
ま
で
暇
さ
え
あ
れ

ば
本
を
手
に
取
っ
て
い
ま

す
。
読
書
の
お
か
げ
で
沢
山

の
言
葉
を
覚
え
て
き
た
の
で

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
一

緒
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
（
高
松
分
会
／
上

原
麻
衣
子
さ
ん
）
〔
読
書
は

心
と
知
識
を
豊
か
に
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
お
嬢
さ
ん
か
ら
も
お
便

り
を
待
っ
て
ま
す
。編
集
Ｎ
〕

雨
っ
子
の
季
節
に
入
り
、

犬
の
散
歩
に
苦
労
し
て
居
ま

す
。
で
も
最
上
に
か
わ
い
い

ョ
〜

ダ
ン
ナ
様
よ
り
も
…

毎
日
い
や
さ
れ
て
い
ま
〜

す

頭
の
体
操
大
好
き
で
す

（
貫
井
分
会
／
酒
井
美
由
紀

さ
ん
）
〔
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
散

歩
、
ダ
ン
ナ
様
と
ふ
た
り
で

癒
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？
編
集
Ｎ
〕

息
子
の
転
職
で
東
京
土
建

さ
ん
に
入
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
中

村
分
会
／
小
山
き
み
子
さ

ん
）
〔
東
京
土
建
へ
よ
う
こ

そ
。
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
編
集
Ｎ
〕

天
気
が
気
に
な
る
梅
雨
で

す
が
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
毎
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
も

楽
し
み
で
す
。
（
高
松
分
会

／
笹
川
一
美
さ
ん
）
〔
仲
間

の
結
集
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
も
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
編

集
Ｎ
〕

梅
雨
は
ム
シ
ム
シ
で
不
快

で
す
ね
…
組
合
で
も
オ
リ
ジ

ナ
ル
ビ
ニ
ー
ル
傘
や
ら
が
あ

る
と
宣
伝
に
も
な
り
ま
す
よ

ね
。
（
南
事
業
所
分
会
／
押

尾
光
男
さ
ん
）
〔
ご
提
案
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
梅

雨
は
不
快
な
反
面
、
暮
ら
し

に
必
要
な
「
水
」
と
「
秋
の

実
り
」を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

あ
じ
さ
い
も
綺
麗
で
す
よ
。

編
集
Ｎ
〕

電
工
（
5
人
以
上
）

社
員
・
常
用

㈱
住
田
電
設
（
豊
玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
上
2
―
11
―
3

―
2
0
1

☎
0
9
0
―
9
1
3
8
―
3

6
3
8

通
信
工
事
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
Ｋ
О
Ｃ
（
南
田
中
分
会
）

練
馬
区
貫
井
2
―
21
―
2

☎
0
9
0
―
7
6
3
8
―
2

3
8
5

塗
装
工
（
5
人
以
上
）

社
員
・
常
用
・
手
間
請
・
見

習㈲
ア
マ
ノ
建
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
1
―
18
―
2

☎
03
―
3
9
7
6
―
3
6
6

0造
園
工
（
1
人
）

社
員

宮
幸
造
園
（
高
松
分
会
）

練
馬
区
高
松
4
―
12
―
12

☎
0
9
0
―
4
3
7
2
―
4

1
4
9

鳶
（
3
人
以
上
）

社
員

㈱
工
藤
工
業（
石
神
井
分
会
）

練
馬
区
高
野
台
2
―
27
―
20

―
1
1
0
3

☎
0
8
0
―
4
6
8
9
―
8

2
6
7

造
園
工
（
1
人
）

社
員
・
見
習

㈲
城
北
造
園
（
春
日
分
会
）

練
馬
区
向
山
2
―
8
―
7

☎
0
9
0
―
2
7
9
5
―
4

3
9
1

塗
装
工
（
2
人
）

社
員
・
見
習

建
装
社
（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
5
―
2

―
18
―
7
0
1

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3

8
1
2

電
工
（
2
人
）

社
員

ハ
マ
テ
ッ
ク
（
南
事
業
所
分

会
）

北
区
赤
羽
3
―
10
―
12

☎
03
―
3
5
9
8
―
0
3
3

0塗
装
工
（
2
〜
3
人
）

社
員
・
見
習

又
春
㈱
（
西
大
泉
分
会
）

練
馬
区
西
大
泉
3
―
23
―
9

☎
0
9
0
―
5
5
1
1
―
0

8
3
0

電
工
（
2
人
）

社
員

和
光
電
気
設
備
㈱
（
桜
台
分

会
）

練
馬
区
桜
台
5
―
6
―
5

☎
03
―
3
9
4
8
―
3
4
8

8と
び
（
1
人
）

社
員

一
樹
工
業
（
貫
井
分
会
）

練
馬
区
大
貫
井
4
―
13
―
24

―
1
0
2

☎
0
9
0
―
7
8
2
0
―
1

6
9
9

塗
装
工
（
3
人
）

社
員
・
常
用
・
手
間
請
・
見

習㈱
光
が
丘
美
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
土
支
田
1
―
31
―
11

―
1
0
5

☎
0
9
0
―
3
5
2
6
―
2

9
7
9

大
工
（
2
人
）

短
期
雇
用

小
田

孝
（
南
田
中
分
会
）

練
馬
区
南
田
中
4
―
23
―
10

☎
0
9
0
―
1
1
1
8
―
1

6
8
7

配
管
工
（
2
人
以
上
）

社
員
・
見
習
・
短
期
雇
用

㈱
平
井
設
備
（
北
事
業
所
分

会
）

練
馬
区
谷
原
2
―
13
―
8

☎
03
―
3
9
9
5
―
0
2
3

1鉄
筋
工
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
林
田
工
業
（
関
町
分
会
）

西
東
京
市
柳
沢
2
―
14
―
3

―
3
0
9

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0

4
7
3

解
体
工
・
4
ｔ
運
転
手

（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

（
上
石
神
井
分
会
）

小
平
市
大
沼
町
6
―
10
―
2

☎
0
4
2
―
3
4
6
―
6
4

9
5

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

最
高
気
温
が
30
度
以
上

の
日

4

3
対
3
の
タ
イ
…
…

7

マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
の
…

…
缶

8

最
低
気
温
が
25
度
以
上

の
夜

10

1
4
0
字
以
内
の
つ
ぶ

や
き

11

草
木
も
な
び
く
と
い
う

島

12

ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ヘ
チ
マ
は
…
…
科
の
仲

間

13

…
…
乳
、
…
…
腐
、
…

…
苗

14

緑
に
茶
と
黒
が
入
っ
た

…
…
色

17

金
…
…
、
人
…
…
、
木

…
…

19

恋
人
た
ち
が
年
に
一
度

だ
け
会
う
と
い
う
伝
説

に
ち
な
む
日

22

夏
の
海
辺
に
よ
く
似
合

う
…
…
パ
ラ
ソ
ル

23

英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

作
ら
れ
る
蒸
留
酒

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

花
札
。
鶴
に
…
…

2

弁
慶
が
背
負
っ
て
い
ま

し
た
ね

3

わ
ず
か
な
発
熱
で
す

4

人
気
の
俳
優
や
歌
手

5

わ
ざ
と
す
る
こ
と
で
す

6

ピ
ノ
キ
オ
は
人
形
職
人

ゼ
ペ
ッ
ト
が
作
っ
た
…

…
人
形

9

歌
「
学
生
時
代
」
で
礼

拝
堂
に
絡
ま
っ
て
い
た

の
は
？

11

沖
縄
の
方
言
で
「
ウ
ー

ジ
ー
」

12

ど
ん
ど
ん
上
が
る
、
…

…
上
り

15

苦
し
ま
ぎ
れ
に
放
屁

（
ひ
）
？

16

土
俵
際
の
…
…
か
ぶ
り

席

18

記
者
が
…
…
朝
駆
け
の

取
材

20

男
声
で
一
番
低
い
音
域

21

「
3
…
…
」
は
3
打
数

0
安
打

５
月
号
の
答
え

「
ビ
ニ
ー
ル
ガ
サ
」

《解き方》イラストをヒントにして、二
重ワクの5文字をうまく並べてできる言
葉は？

（作・モロズミ勝）

宛
先
：
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土
建
練
馬
支
部

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
致
し
ま
す
。

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に
お

書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り

7
月
13
日
（
金
）
支
部
到
着

5
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

田
柄
分
会

橋
本

修
一
さ
ん

高
松
分
会

上
原

麻
衣
子
さ
ん

貫
井
分
会

酒
井

美
由
紀
さ
ん

中
村
分
会

小
山

き
み
子
さ
ん

南
事
業
所
分
会

押
尾

光
男
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「お尋ね文書」が届いたら
組合へ相談を

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み
は

東
京
土
建
練
馬
支
部

求
人
・
求
職
係
ま
で

０
３（
３
８
２
５
）５
５
２
２


